
　イエスはいつも、群衆に囲まれていた。「大勢の群衆を見

て、飼い主のいない羊のような有様を深く憐れ」（マルコ6章

34節）んだ。

　群衆は、生きる力を失っていた。イエスは、そんな群衆の生

きる力を回復した。群衆の心と体を生きる力で満たした。迷っ

ている群衆に、進むべき道を示した。群衆は、イエスにいやさ

れることで、パンをもらうことで、神の愛に満たされた世界が実

現するという良い知らせを耳にすることで、生きる力を取り戻し

た。

　しかし、同じ群衆が、イエスの受難の時、イエスを死に追い

やる。イエスから生きる力を得た群衆が、イエスを「『十字架に

つけろ』と叫び立てた」（マルコ15章14節）。イエスの愛がも

たらした生きる力は、イエスへの憎しみの力に変わってしまう。

イエスが愛した弟子たちも、群衆の側に加わる。

イエスを見捨てることで、イエスを知らないと言う

ことで…

　十字架上で殺されたイエスは、起き上がり、墓か

ら出て、再び旅を始めた。イエスが向かったところ、

そこは、ガリラヤ、あの群衆が待つガリラヤである。

「信仰はわたしたちの問題をすべて打ち払う光ではありません。むしろ、
それは闇の中でわたしたちの歩みを導くともしびです。そしてこのともし
びは、歩むために十分な光です。苦しむ人に対して、神はすべてを説明す
る理由を与えてくださいません。しかし神は、ともにいて同伴するという
かたちでこたえてくださいます・・・ご自分のまなざしを与えてくださいま
す。それはわたしたちが神のまなざしをもって光を見ることができるよう
にするためです」　（ 教皇フランシスコ『回勅　信仰の光』p88より）

　12月3日は、当教会守護聖人である聖フランシスコ・ザビエルの記念日です。

昨年、献堂50周年記念日を迎えて12月3日が新たな司教座聖堂献堂記念日と

定められ、大塚司教司式で感謝のミサがささげられました。  

　またこの日は待降節第一主日でした。大塚司教は先日の教皇のミャンマー訪問に

触れ、差別され虐げられている人々の現実や、さまざまな世界の問題に関わること

はキリスト者の務めであると語られました。そして、私たちも身近なところで何ができ

るかを考え「時のしるしに目を向け、神の声に耳を傾け」、今日から始まる待降節を

「祈りと犠牲」をもって過ごすようにと励まされました。 

　また、ミサの最後にカトリック会館の取り壊し、聖堂の補強工事計画について、今後

の方向と課題を報告されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集委員）

「あの方は、あなたがたより先にガリラヤに行かれる。かねて言

われたとおり、そこでお目にかかれる」（マルコ16章7節）。ガ

リラヤでイエスは、いのちを与え続ける。自分を十字架につけ

た群衆に…

  群衆とは、私たちのことだ。私たちは皆、イエスから生きる力

をもらった。しかし同時に、イエスを十字架につけている。毎日

死ぬことしか考えていないと言って助けを求める人を避けるこ

とで、ずっと苦しんできたという訴えに聞こえないふりをするこ

とで、最初は親切にしても、途中で放置することで、何かをし

てあげても感謝がないと、怒りに燃えることで…

　

　しかし、そんな群衆である私たちの中に、イエスは生きてい

る。私たちは、イエスを囲んでいる。今も、イエスから生きる力

を得ている。イエスに会えるところ、ガリラヤは、今、

私たちが生きているところである。

　教会は、今、「年間」という時を過ごしている。こ

の恵みの時、私たちは、自分たちが群衆であるこ

とを思い起こしたい。ガリラヤに生きていることを

しっかりと心に刻みたい。

カトリック河原町教会だより
2018年1・2月

「 イエスを囲む群衆  」

ヴァルトミュラー画「サマリアの女」

洛東ブロック担当　  一場　修 神父

「見よ、主は御目を注がれる」詩篇33・18

司教座教会献堂記念日感謝ミサをささげて

2018年も　主とともに
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曜日日月 行　　　事　　　予　　　定

◇　2018年 1月〜3月の行事予定　◇

（予定は変更になる場合があります）

[神の母聖マリア] 元旦ミサ 7:00・10:30　　　　　　 世界平和の日

[主の公現] 評議会1月例会 10:30ミサ後

[主の洗礼]

司教英語ミサ12:00（ブロック訪問）ミサ後　司教講話

キリスト教一致祈祷週間(1/25まで)

洛東ブロック会議(山科教会) 14:00

[年間第3主日]  司教訪問ミサ 9:00(山科教会)

[年間第4主日]　　　　　　　　　　　　 世界こども助け合いの日(献金) 
村上透磨神父霊名〈トマス・アクィナス1/28記念日〉のお祝い 7:00ミサ
河原町教会総会 10:30ミサ後（ヴィリオンホール）

[主の奉献]

[福者ユスト高山右近殉教者]

[年間第5主日] 河原町教会評議会2月例会10:30ミサ後

[日本26聖人殉教者]

[年間第6主日] 26聖人殉教者顕彰ミサ 14:00（西陣教会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  世界病者の日

[灰の水曜日] (大斉/小斉)　 

[四旬節第1主日] 洗礼志願式 10:30ミサ

[四旬節第2主日]

[四旬節第3主日] 河原町教会評議会3月例会10:30ミサ後　 

[四旬節第4主日] ブロック四旬節黙想会とミサ 10:00（伏見教会） 

[日本の信徒発見の聖母]

[四旬節第5主日]  
一場神父霊名(オスカル・ロメロ3/24記念日)のお祝い 10:30ミサ

[受難の主日]（枝の主日） 　　　　　　　　　　　　世界青年の日

〜28 日) 教区小学生侍者合宿

教区聖香油ミサ 11:00(河原町教会)

[聖木曜日]（主の晩餐）19:00 ミサ 

[聖金曜日]（主の受難）19:00 ミサ(大斉/小斉) 　 聖地のための献金

[聖土曜日]（復活の聖なる徹夜祭）19:00 ミサ
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カトリック河原町教会広報部発行

〒604-8006　京都市中京区河原町三条上る下丸屋町４２３  担当司祭：一場 修

TEL：075-231-4785　 FAX：075-211-8021    ＵＲＬ：http://CatholicKawaramachi.Kyoto

カトリック河原町教会だより　2018.1・2

（１Ｆ集会室）

水曜日15:00 (祝休)　　　　　   一場 修 神父

木曜日19:00 (祝休)          一場 修 神父

金曜日10:30 (祝休)　          一場 修 神父

　　　　 19:15　　　　 　　　　 村上 透磨 神父

カトリック河原町教会だより　2018 . 1・2(6)

河原町教会　ミサの時間
日曜日  （主日のミサ）

  （主日のミサ）

＊英語ミサ            （第2・4週）

7:00

火曜日
月曜日

6:30
6:30

水曜日 6:30
木曜日 6:30
金曜日 18:30
土曜日 6:30 18:30

10:30
12:00

信仰の学びのお知らせ

◇洛東ブロック信徒養成講座◇

◇南部地区信徒養成講座◇

【河原町教会】  第1土曜日19:30〜20:30 

                                        菅原 友明神父

【伏見教会】  毎火曜日10:00ミサ後〜11:30　

                                           一場 修神父

　　　　　　　　 毎木曜日14:00 菅原 友明神父

【桃山教会】  毎火曜日15:00 菅原 友明神父

北村 善朗神父「祈りを学ぶ」

（1F集会室/毎月1回木曜日）

◇主日の福音を読む集い◇

　　　　　 毎週日曜日9:30〜10:15

(3F・301号室)

◆広報部から：2018年から「河原町教会だより」は二ヶ月に一回の発行予定です。
　 なお、評議会議事録要約は別紙プリントでお知らせいたします。

典礼部

司教小教区訪問　英語ミサと講話

役 員

教育部

財務部

施設管理部

広報部

北村 進

中島 真理

越知 謙之助

羽多野 朱美

岩間　惠世

(休講）

◇南部地区信徒養成講座◇

大塚 乾隆神父「典礼を学ぶ」

（6F会議室/毎月1回水曜日）

金曜日 17:30[洗礼準備講座]菅原 友明神父

土曜日 17:00[洗礼準備講座]菅原 友明神父　

※洗礼準備講座をご希望の方は教会事務室まで

 ご連絡ください

1月10日(水)　10:30〜11:50

2月 7日(水)　10:30〜11:50

◇信仰入門講座◇

※どなたでもお気軽にご参加ください。

2018年度 役員と5部会責任者

岡田 亨

奥埜 さと子

倉狩 弘美

栗山 准

神藤 牧

杉本 誠一郎

中野 博彦

徳本 佳子・岩田 啓子

松谷 博幸

嶋﨑 晴信

部 長 副部長

　司教小教区訪問の1月14日、河原町教
会では、12時から大塚司教司式による英
語ミサがささげられました。ミサ後は、ヴィリオン
ホールで「ラウダート・シ」についての講話と
対話集会があり、大塚司教は英語でメッセ
ージを語られ、参加者は皆熱心に耳を傾け
ていました。


